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〔第１号議案〕 

大会ポスター原画（案）等について 

 大会ポスター原画専門委員会による選考結果に基づき、最優秀賞および優秀

賞以下を下記のとおりとし、最優秀賞を大会ポスター原画とすることをお諮り

します。 

 
 

最 優 秀 賞 （ １ 作 品 ） 

【大会ポスター原画(案)】 

 
 
 
 
 

優 秀 賞 ・ 入 選 ・ 準 入 選 （ 計 14 作 品 ） 

【優秀賞作品候補（２作品）】 
 

       

 
 

資料４ 

【作  者】 中川
なかがわ

 甘
あ

苺
い

 さん 

【部  門】 高校生（栗東高校） 

【画  題】 未来につなぐ 

【制作意図】 

・これからも、老若男女を問わず、この先の未来に 

緑をつないでいきたいという願いを込めました。 

【委員会講評】 

 ・スキッとしたデザインで、夢がある。 

【作者】大治 空楽 さん 

【部門】小学生（大原小学校） 

 ※１ 

【作者】岡村 浩統 さん 

【部門】中学生（甲賀中学校） 
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【入選作品候補（３作品）】 
 

           

 

  

 

【準入選作品候補（９作品）】 
 

    

 

【作者】安藤 さく さん 

【部門】小学生（佐山小学校） 

 

【作者】山田 健太郎 さん 

【部門】中学生（立命館守山中学校） 

 

【作者】堀 未裕 さん 

【部門】高校生（栗東高校） 

【作者】松井 保興 さん 

【部門】小学生（中主小学校） 

 

【作者】小西 健太 さん 

【部門】小学生（大原小学校） 

 

【作者】山本 涼介 さん 

【部門】小学生（大野小学校） 
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※１…令和２年用 国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール 

 小学校の部 入選（国土緑化推進機構理事長賞）作品 

※２…令和２年用 国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール 

   高等学校の部 入選（国土緑化推進機構理事長賞）作品 

 

  

【作者】木村 漸 さん 

【部門】小学生（中主小学校） 

 

【作者】辻 絢太 さん 

【部門】中学生（甲賀中学校） 

 

【作者】林 夕海沙 さん 

【部門】中学生（甲南中学校） 

 

【作者】石割 稚茄 さん 

【部門】高校生（栗東高校） 

 

【作者】宇田 葵 さん 

【部門】高校生（信楽高校） 

 

【作者】來住 安珠 さん 

【部門】高校生 

（甲良養護学校高等部） 

    ※２ 
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【第１号議案（別紙）】 

 

大会ポスター原画専門委員会について 

 

１ 大会ポスター原画専門委員会への付託事項 

  大会ポスター原画の審査・選定に関すること。 

 

２ 大会テーマ・シンボルマーク専門委員会委員         （敬称略） 

区分 氏名 所属・役職等 

委員長 石河 康久 滋賀県琵琶湖環境部 部長 

委 員 石川 亮 学校法人京都成安学園成安造形大学 准教授 

大原 由佳子 滋賀県立近代美術館 学芸員 

田中 美穂 滋賀県教育委員会幼小中教育課 指導主事 

辻 宏朗 公益財団法人滋賀県緑化推進会 運営委員 

村田 透 国立大学法人滋賀大学 准教授 

 

３ 委員会での検討内容および結果 
 
 

 審査基準  

（１）「第 72 回全国植樹祭」の開催理念を表したものであること。 

（２）国土緑化の意を表し、特に植樹および森林･樹木の保護・保育または環境緑化意

欲の高揚を強調したものであること。 

（３）画材、使用する用紙、サイズ等、作品の規格が募集要領記載の規格を遵守してい

ること。 
 
 審査・選定の過程  

◆滋賀県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の児童・生徒を対象に公募。 

（～令和元年９月 10 日） 

 ・８４１人の児童・生徒が参加。 

◆第一次選考（令和元年９月 17 日～９月 20 日） 

 ・委員長から委任を受けた委員（田中委員）が明らかな巧拙等について判定。 

応募作品から優秀と思われるものを各部門から小 100 点、中 50点選出。 

（高校部門は、応募作品点数が 50点に満たないため省略。） 

→第一次選考通過作品は１５６点。 

◆第二次選考（令和元年９月 25 日～10月８日） 

 ・一次審査により選出された作品について、各委員が審査対象の学校からそれぞれ１

作品を選出。（通過作品点数が５点に満たない学校は選考を省略。） 

 →第二次選考通過作品は８４点。 

◆第三次選考および最終選考（令和元年 10 月 21 日） 

 ・合議により最優秀賞１点、優秀賞２点、入選３点、準入選９点の候補を選定。 

 


